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          開会及び開議 

（令和２年１０月２７日（火）午後１時００分開会） 

 

○ 議 長（野村晴三君） ただいままでの出席議員は１０名であります。よ

って定足数に達しておりますので、告示第２７号をもって招集されました

令和２年館林地区消防組合議会第２回定例会は成立いたしました。ただち

に会議を開きます。 

 

第１ 会期の決定 

○ 議 長（野村晴三君） 次に、日程第１．会期の決定を議題といたします。

本定例会の会期を、本日１日と決定したいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） ご異議がないようですから、さよう決定いたしま

した。 

 

第２ 会議録署名議員の指名 

○ 議 長（野村晴三君） 次に、日程第２．会議録署名議員の指名をいたし

ます。会議録署名議員に６番川島吉男君、８番橋本和之君を指名いたしま

す。 

 

第３ 行政報告 

○ 議 長（野村晴三君） 次に、日程第３．行政報告について、事務局より

報告いたさせます。総務課長齊藤正登君。 

○ 事務局（齊藤正登君） 日程第３．行政報告、懲戒免職処分等取消請求訴

訟についてですが、訴訟が和解で終了しましたので、ご報告申し上げます。 

※一部非公開の内容のため省略 

被処分者、本組合及び群馬県市町村総合事務組合は、本合意成立に至るま

での経緯及び本合意の内容について、本組合及び群馬県市町村総合事務組

合の議会、職員その他各関係機関に対する説明等正当な理由がある場合を
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除き、第三者に口外しないこと、これからが合意書の内容となります。以

上で報告を終わります。 

○ 議 長（野村晴三君） 質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 質疑を打ち切ります。以上で行政報告を終わりま

す。 

 

第４ 議案第１２号 専決処分の承認を求めることについ

て 

○ 議 長（野村晴三君） 次に、日程第４．議案第１２号「専決処分の承認

を求めることについて」を議題といたします。提案理由の説明を願います。

管理者須藤和臣君。 

○ 管理者（須藤和臣君） 議案第１２号専決処分の承認を求めることについ

て申し上げます。本案は、令和２年度館林地区消防組合一般会計補正予算

（第１号）を専決処分したものでございます。内容について申し上げます

と、館林消防署北分署の仮眠室におきまして、仕切りがなく個室でないた

め、新型コロナウイルス感染症対策といたしまして、カーテンによる間仕

切り施工するとともに、空調設備及び換気設備の増設を図るものでござい

ます。また、救急車内を消毒するためのオゾンガス式除染装置に不具合が

発生し、購入後の経過年数から交換部品もなく修理不能であるため、こち

らにつきましても、新型コロナウイルス感染症対策といたしまして、早急

な配備が必要になるためでございます。なお、これらの財源につきまして

は、前年度借入金の利率決定による償還利子分の差額を充当するものでご

ざいます。よろしくご審議の上、ご承認くださるようお願い申し上げまし

て、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（野村晴三君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

２号を原案どおり承認することに賛成の方は、挙手を願います。 

（挙手全員） 



 - 5 - 

○ 議 長（野村晴三君） 挙手全員よって、議案第１２号は、原案どおり承

認いたしました。 

 

第５ 議案第１３号 館林地区消防組合火災予防条例の一

部を改正する条例 

○ 議 長（野村晴三君） 次に、日程第５．議案第１３号「館林地区消防組

合火災予防条例の一部を改正する条例」を議題といたします。提案理由の

説明を願います。管理者須藤和臣君。 

○ 管理者（須藤和臣君） 議案第１３号館林地区消防組合火災予防条例の一

部を改正する条例について申し上げます。本案は、対象火気設備等の位置、

構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の制定に関する

基準を定める省令の一部改正に伴い、急速充電設備の全出力の上限を２０

０キロワットまで拡大し、あわせて火災予防上必要な措置を定めるため、

所要の改正を行うものでございます。よろしくご審議の上、原案のとおり

議決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたしま

す。 

○ 議 長（野村晴三君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

３号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（野村晴三君） 挙手全員よって、議案第１３号は原案どおり可決

いたしました。 

 

第６ 議案第１４号 令和元年度館林地区消防組合歳入歳

出決算の認定について 

○ 議 長（野村晴三君） 次に、日程第６．議案第１４号「令和元年度館林

地区消防組合歳入歳出決算の認定について」を議題といたします。提案理
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由の説明を願います。管理者須藤和臣君。 

○ 管理者（須藤和臣君） 議案第１４号令和元年度館林地区消防組合歳入歳

出決算の認定について申し上げます。初めに、歳入歳出の概要ですが、最

終予算額４３億６，７８０万円に対し、歳入決算額は４３億９，５２７万

１，８２８円で、予算に対する収入率は１００．６３％でございます。ま

た、歳出決算額は４２億６，１２５万４，９２０円で、その執行率は９７．

５６％、歳入歳出差引残額は１億３，４０１万６，９０８円でございます。

このうち、翌年度へ繰り越すべき財源３１５万５，０００円を差し引いた

実質収支額は、１億３，０８６万１，９０８円で、このうち６，０００万

円を財政調整基金に積み立てし、翌年度へ繰り越すべき財源を含む７，４

０１万６，９０８円を、翌年度へ繰り越すことといたしました。次に、令

和元年度に実施しました、主な施策につきましては、別途提出いたしまし

た「主要な施策の成果に関する説明書」に記載してございます。この概要

について申し上げます。常備消防費におきましては、平成３０年度から２

か年継続事業として、消防本部・館林消防署庁舎建設工事を実施し、防災

拠点として整備いたしました。また、庁舎移転新築に伴い高機能消防指令

センターを消防本部通信指令課へ整備いたしました。そのほかにも、消防

施設等整備計画に基づき、高規格救急自動車を板倉消防署へ配備いたしま

した。非常備消防費では、消防施設等整備計画に基づき、館林消防団にお

いて、第１０分団第１班の消防ポンプ自動車を、板倉消防団において、第

５分団の消防ポンプ自動車を、明和消防団において、第２分団第２班の消

防ポンプ自動車、邑楽消防団においては、第２分団第２班、第３分団第２

班の消防ポンプ自動車２台を更新させていただきました。また、鶉土地区

画整理事業の施工により、邑楽消防団第１分団第２班詰所が支障となるこ

とから、詰所の移転新築工事を実施いたしまして、消防団の施設・設備の

充実に努めました。その他の施策といたしまして、消防職団員の資質や災

害活動における安全の向上のために、積極的に教育訓練に取り組み、あわ

せて、消防装備や施設の充実等に努め、依然として厳しい財政状況の中、

所期の目的を達成することができました。以上、決算の概要について申し

上げました。組合議会をはじめ、各市町及び住民の方々の、深いご理解と

ご協力によりまして、消防行政の着実な進展を図ることができたものと、

考えております。よろしくご審議の上、原案のとおり認定くださいますよ

うお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（野村晴三君） 説明が終わりました。続いて、監査委員より決算
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審査の報告を願います。監査委員冨永裕文君。 

○ 監査委員（冨永裕文君） 令和元年度決算審査報告をさせていただきます。

審査の経過及び結果について、ご報告申し上げます。当組合の令和元年度、

決算書及び会計書類の審査を令和２年７月３０日、当組合事務所において、

今村監査委員とともに、実施をいたしました。その結果は、別紙「令和元

年度館林地区消防組合一般会計決算審査意見書」のとおりでございますの

で、ご一覧をお願い申し上げます。よって、本会計及び決算等は、適正に

表示されていることを認める報告をいたします。令和２年１０月２７日監

査委員代表冨永裕文、よろしくお願いいたします。 

○ 議 長（野村晴三君） 質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

４号を認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（野村晴三君） 挙手全員よって、議案第１４号は認定することに

決定いたしました。 

 

第７ 議案第１５号 令和２年度館林地区消防組合一般会

計補正予算（第２号） 

○ 議 長（野村晴三君） 次に、日程第７．議案第１５号「令和２年度館林

地区消防組合一般会計補正予算（第２号）」を議題といたします。提案理由

の説明を願います。管理者須藤和臣君。 

○ 管理者（須藤和臣君） 議案第１５号令和２年度館林地区消防組合一般会計

補正予算（第２号）について申し上げます。本案は、歳入歳出予算におきま

して、２６１万７，０００円の追加補正及び地方債の補正でございます。ま

ず、歳出について申し上げます。消防施設費では、はしご車分解整備工事費

並びに、高規格救急自動車、消防ポンプ自動車及びテロ対策資機材の購入費

決定により、減額するものでございます。館林消防施設費では、第７分団詰

所建設工事費になりますが、設計業務委託により建設費の設計額が増額とな

りました。理由といたしましては、建設労務単価の高騰並びに外構工事及び
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地盤改良工事が必要となったためでございます。その財源につきましては、

前年度の消防施設費余剰金を充当させていただき、あわせて、地方債を追加

するものでございます。また、消防ポンプ自動車購入費確定により減額する

ものでございます。各消防団におきまして、防塵メガネ、救命胴衣、発電機

等の国庫補助対象事業であります、消防団救助能力向上資機材の購入金額が

確定したことにより、減額するものでございます。また、板倉消防団につき

ましては、総務省より救助用資機材・防災学習用資機材搭載型小型動力ポン

プ積載車の無償貸与が決定したことから、車両登録に係る自動車損害賠償責

任保険及び自動車重量税並びに任意保険料を追加するものでございます。次

に、歳入について申し上げますと、非常備消防費に前年度の余剰金を繰越金

に充当することによる、各市町負担金の減額及び前年度借入金の利率決定に

よる償還利子分の負担金を減額するものでございます。地方債の補正につき

ましては、消防施設整備事業及び防災対策事業の限度額の補正でございます。

よろしくご審議の上、原案のとおり議決くださいますようお願い申し上げま

して、提案理由の説明といたします。 

○ 議 長（野村晴三君） 説明が終わりました。質疑を行います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 質疑を打ち切ります。討論を行います。 

（「討論なし」と呼ぶ者あり） 

○ 議 長（野村晴三君） 討論を打ち切ります。採決いたします。議案第１

５号を原案どおり可決することに賛成の方は挙手を願います。 

（挙手全員） 

○ 議 長（野村晴三君） 挙手全員よって、議案第１５号は原案どおり可決

いたしました。 

○ 議 長（野村晴三君） 以上で、本日の議事日程の全部を終了いたしまし

た。この際、管理者からあいさつをしたい旨、申し出がありますので、こ

れを許します。管理者須藤和臣君。 

○ 管理者（須藤和臣君） 本日は、館林地区消防組合議会第２回定例会を招

集いたしましたところ、議員の皆様におかれましては、お忙しいところ、

ご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。本日の議案につき

ましては、決算、補正予算等を慎重審議していただき、全議案とも認定、

議決をいただきまして、誠にありがとうございました。さて、新型コロナ

ウイルス感染症拡大により、各種社会活動に大きな影響が生じ、今後、懸

念される首都直下地震や台風・集中豪雨による大規模災害への対応も含め、
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今まで以上にこうした消防に対する住民の要望は多様化しております。そ

うした中、新たな防災拠点の完成を契機に、職員一人一人がプロの消防職

員として一丸となって、発生しうる各種災害に対し、より適切かつ効果的

な消防活動が行えるよう、消防防災体制の充実に努め、住民の皆様に、よ

り一層信頼される組織にして参りたいと考えております。これから、冬に

かけて新型コロナウイルス感染に加えて、インフルエンザの患者も増える

季節でもございます。飛沫や接触を通じて感染が広がる点は共通しており、

コロナ対策はインフルエンザの流行の抑制にも役立ちますので、今後とも

感染予防対策を継続していただき、議員の皆様には、健康に充分ご留意さ

れ、引き続き消防組合へのご指導、ご鞭撻、またご協力をお願い申し上げ

まして、お礼の挨拶といたします。本日は誠にありがとうございました。 

○ 議 長（野村晴三君） 以上をもちまして、令和２年館林地区消防組合議

会第２回定例会を閉会いたします。大変ご苦労様でした。 

 

                          （午後１時２２分） 
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